
　
京
都
府
保

険
医
協
会
第

2
0
8
回
定

時
代
議
員
会

が
1
月
30
日
に
あ
っ
た
。
私
も

一
理
事
と
し
て
出
席
し
た
。
24

年
6
月
の
診
療
報
酬
点
数
改
定

以
降
、
診
療
・
請
求
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
健
康
保

険
証
の
登
録
、
健
康
保
険
証
の

新
規
発
行
の
停
止
な
ど
、
難
し

い
・
や
や
こ
し
い
事
務
手
続
き

を
多
々
要
し
、
情
報
の
感
知
・

吸
収
の
み
な
ら
ず
、
情
報
の
発

信
能
力
の
低
下
も
自
覚
し
た
▼

理
事
に
は
1
9
9
3
年
6
月
か

ら
担
当
し
、
母
校
の
大
学
院
生

時
代
、
副
科
目
の
法
医
学
で
医

療
過
誤
訴
訟
の
研
究
を
採
り
、

良
い
医
療
を
推
進
し
て
、
医
療

事
故
・
医
療
過
誤
で
苦
し
む
人

を
減
ら
し
た
い
と
の
志
も
生

じ
、
医
療
安
全
対
策
部
会
を
主

務
と
さ
れ
医
師
賠
償
責
任
保
険

審
査
を
も
担
当
し
た
。
日
本
臨

床
整
形
外
科
学
会
の
冊
子
『
医

療
事
故
・
医
事
紛
争
を
予
防
す

る
た
め
に
』
の
発
行
も
し
た
。

▼
代
議
員
会
へ
の
出
席
は
今
回

で
64
回
目
と
な
る
。
思
え
ば
長

く
も
来
た
も
ん
だ
！
で
あ
る
。

し
か
し
、
2
0
2
3
年
12
月
の

誕
生
日
で
私
も
後
期
高
齢
者
と

な
り
、
脳
力
・
体
力
の
低
下
も

自
覚
し
て
、
会
の
若
返
り
に
退

任
を
申
し
入
れ
た
が
理
事
長
の

方
が
3
カ
月
年
上
だ
と
、
即
諾

は
な
か
っ
た
▼
某
国
の
大
統
領

の
よ
う
に
喜
寿
を
過
ぎ
ま
だ
頑

張
る
方
も
あ
る
の
で
、
負
け
て

は
成
る
ま
い
と
思
い
つ
つ
、
潮

時
と
も
感
じ
る
。
当
初
「
宇
治

の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
」
の
意
で

「
卯
蛙
」
と
し
た
ペ
ン
ネ
ー
ム

を
、
明
る
い
未
来
を
提
唱
し
続

け
ら
れ
た
ら
と
「
卯
蛍
」
に
改

称
し
た
が
、「
蛍
」
は
若
者
に

譲
り
た
い
。

（
卯
蛍
）

　保険医協会は保険医が保険
医のために作った組織です。
保険医の医業や生活で必要な
サポートや事業を行っていま
す。一番困り事が多い新規開
業時は、診療報
酬の請求事務の
基本から、新規
個別指導を乗り
切るためのノウ
ハウなどをお伝
えし、手厚いサ
ポートをしてい

ます。今は人手不足や診療報
酬引き下げという厳しい環境
で、医業の継続は大変な時代
です。診療報酬改定での新設
点数の届出業務の対応など、

煩雑な手続きを
理解し一つひと
つに対応するこ
とも困難です。
そのような時に
保険医協会は迅
速に分かりやす
く情報提供して

　医師賠償責任保険や適時調
査の相談など、保険医協会の
事業は大変役に立っていると
病院勤務医の立場からも実感
しています。特
に医師賠償責任
保険では実際に
事故が起きた際
は長年の医事紛
争対応の経験を
活かし、丁寧に
対応していま

す。開業される勤務医はもち
ろん、開業されなくても、医
師を続けていく上で必要なさ
まざまな制度を利用していた

だけます。留学
や自宅の新築を
考えられる時の
低利の融資制
度、将来に積み
立てる保険医年
金、掛金の負担
が少ないグルー

保険医に開かれた
 身近な組織に

総務部会　理事　曽我部 俊介

医師に特化した
 保険医協会の共済制度

総務部会　理事　上田 和茂

ド
ク
タ
ー
を
全
力
サ
ポ
ー
ト
　
　
保
険
医
協
会
に
ご
入
会
下
さ
い

（
特
集
は
５
・
６
面
）

後
発
医
薬
品
の
品
質
に
懸
念

医
薬
品
の
流
通
改
善
が
最
優
先

選
定
療
養
導
入
に「
反
対
」８
割

代議員会アンケート実
施
日
＝
2
0
2
5
年
1
月
30
日

対
象
者
＝
1
0
6
人
、
回
答
数
＝
68
人
（
回
答
率
64
％
）

先
発
医
薬
品（
長
期
収
載
品
）の
選
定
療
養
の
状
況

と
こ
ろ
、「
悪
い
影
響
は
な
い
」

54
％
、「
悪
い
影
響
が
あ
っ
た
」

46
％
で
あ
っ
た
。

　
「
悪
い
影
響
が
な
い
」
理
由

は
図
1
の
通
り
（
複
数
回
答
）。

医
療
機
関
の
対
応
に
よ
り
ト
ラ

ブ
ル
等
は
生
じ
て
い
な
い
と
う

か
が
え
る
が
、「
制
度
変
更
の

趣
旨
を
理
解
し
て
い
る
患
者
が

多
い
印
象
」
は
回
答
者
の
約
1

割
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
一
方
、「
悪
い
影
響
が
あ
っ

た
」
理
由
は
図
２
の
通
り
（
複

数
回
答
）。
回
答
者
の
80
％
以

上
が
「
レ
セ
プ
ト
へ
の
コ
メ
ン

ト
入
力
・
記
載
で
事
務
量
が
増

加
し
た
」
と
回
答
し
た
。「
差

額
徴
収
に
患
者
が
納
得
し
な

い
」
も
53
％
あ
っ
た
。

（
2
面
に
続
く
）

2
0
2
4
年
10
月
か
ら
先
発
医
薬
品
（
長
期
収
載
品
）
の

選
定
療
養
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
標
記
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
第
2
0
8
回
定
時
代
議
員
会
で
実
施
し
た
。
8
割

以
上
が
選
定
療
養
導
入
に
「
反
対
」
し
、
6
割
が
医
薬
品
の

流
通
改
善
を
望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。

　
ま
ず
、
主
に
院
外
処
方
か
院

内
処
方
か
質
問
し
た
と
こ
ろ

「
院
外
処
方
が
主
」
53
％
、「
院

内
処
方
が
主
」
47
％
で
あ
っ

た
。「

院
外
」処
方
が
主
の

回
答
者
の
傾
向

　
「
院
外
処
方
が
主
」
と
回
答

し
た
方
に
選
定
療
養
導
入
で
悪

い
影
響
が
あ
っ
た
か
質
問
し
た

いくことにも力を入れていま
す。
　コロナ禍を経験し、同じ地
域の開業医と顔を合わせるこ
とが少なくなりました。開業
医は日々の診療をこなすこと
で毎日が過ぎてしまいます
が、保険医協会や地区医師会
に入っていなければ出会えな
いこと、経験できないことも
あります。若い世代の地域医
療に対する考え方が変わって

きていると実感しますが、だ
からこそ、顔の見える、集ま
ることが今後重要になってく
ると思います。若い世代、新
しい方、新しい意見を受け入
れる組織の土壌づくりも必要
ではないかと考えています。
新しく入会される医師にも、
すでに会員の医師にも保険医
協会を身近に感じてもらえる
ような組織でありたいと活動
しています。

プ保険（生命保険）、ケガや病
気で休業した際の休業補償制
度などです。
　働き方改革で、勤務医も
ワークライフバランスを考え
るようになりました。勤務先
や一般の保険会社などの保険
は多数ありますが、保険医協
会の共済制度は医師に特化し

た制度ですので、保険料など
の負担も抑えられてしっかり
した保障ができる内容で充実
しています。「もっと早く
知っていたら入っていたの
に」と思われる前に、ぜひ保
険医協会への入会を検討して
いただければと思います。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
の
代
議

員
と
予
備
代
議
員
は
、
2
0
2

5
年
4
月
30
日
で
任
期
（
2

年
）
が
終
了
し
ま
す
。
規
約
第

14
条
と
選
挙
規
定
第
2
章
「
代

議
員
お
よ
び
予
備
代
議
員
の
選

挙
規
定
」
に
よ
り
次
の
通
り
選

挙
を
公
示
し
ま
す
。

　
▽
公
示
＝
3
月
10
日
（
月
）

　
▽
立
候
補
締
切
日
時
＝
3
月

21
日
（
金
）
16
時

　
▽
定
数
＝
代
議
員
80
人
、予
備

代
議
員
80
人
（
注
１
）

　
地
区
別
定
数
は
別
表
一
覧
表

の
通
り
。

　
▽
任
期
＝
2
カ
年
：
25
年
5

京都府保険医協会 代議員・予備代議員
地区別定数一覧 会員数は2025年２月１日現在

地区 会員数 代議員
定数

予備代議員
定数

北 70 3 3
上京東部 58 2 2
西　　陣 98 4 4
中京東部 70 3 3
中京西部 112 4 4
下京東部 70 3 3
下京西部 133 5 5
左　　京 175 6 6
右　　京 149 5 5
西　　京 109 4 4
東　　山 41 2 2
山　　科 101 4 4

地区 会員数 代議員
定数

予備代議員
定数

伏　　見 205 7 7
乙　　訓 112 4 4
宇治久世 174 6 6
綴　　喜 81 3 3
相　　楽 75 3 3
亀　　岡 57 2 2
船　　井 31 2 2
綾　　部 19 1 1
福 知 山 59 2 2
舞　　鶴 53 2 2
与　　謝 33 2 2
北　　丹 26 1 1
総　計 2,111 80 80

改
選
公
示

代
議
員・予
備
代
議
員

代
議
員・予
備
代
議
員

月
1
日
〜
27
年
4
月
30
日

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立
候

補
さ
れ
る
方
は
立
候
補
届
出
書

に
所
定
事
項
を
記
入
・
押
印
の

上
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該
所

属
地
区
医
師
会
長
が
取
り
ま
と

め
い
た
だ
く
か
、
協
会
事
務
局

気
付
、
京
都
府
保
険
医
協
会
代

議
員
会
議
長
ま
で
ご
提
出
下
さ

い
。（
注
２
）

　
▽
選
挙
公
報
＝
選
挙
規
定
第

27
条
に
よ
り
、
定
数
以
上
の
立

候
補
の
あ
る
時
は
投
票
に
よ
る

選
挙
と
な
り
ま
す
。「
選
挙
」

は
任
期
の
終
了
日
前
30
日
以
内

に
実
施
。
同
規
定
第
22
条
に
よ

り
、
選
挙
に
関
す
る
管
理
は
各

地
区
医
師
会
長
に
委
任
し
ま

す
。
選
挙
の
行
わ
れ
る
地
区
は

立
候
補
者
の
氏
名
や
選
挙
方
法

等
の
広
報
を
速
や
か
に
本
紙
に

掲
載
し
ま
す
。

　
（
注
1
）
規
約
第
14
条
の
1
と
選
挙

規
定
第
20
条
に
よ
り
以
下
の
定
数
と
し

ま
す
。「
代
議
員
お
よ
び
予
備
代
議
員

は
同
数
と
し
、
定
数
は
各
地
区
医
師
会

の
区
域
で
本
協
会
会
員
30
人
ま
で
は
1

人
、
30
人
を
超
え
る
場
合
に
は
30
人
ま

た
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
1
人
を

加
え
た
員
数
と
す
る
。」

　
（
注
2
）
立
候
補
届
出
書
と
選
挙
人

名
簿
（
25
年
2
月
1
日
付
）
は
各
地
区

医
師
会
長
宛
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
立

候
補
届
出
書
と
選
挙
人
名
簿
は
協
会
事

務
局
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

2 0 2 5 年 (令和 7年) 3 月 1 0 日 第 3 1 8 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

主な内容

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

手
話
サ
ー
ク
ル「
医
療
者
が
盲
者
の
杖
に
」（
２
面
）

地
区
と
の
懇
談（
綴
喜
）

（
４
面
）

新
連
載

最
後
の
浮
世
絵
師
月
岡
芳
年
の
魅
力
（
４
面
）

本
号
は
当
会
に
未
入
会
の
先
生
方
に
も
お
送
り
し
て
い
ま
す



手話サークル「いしづえ」参加者募集中!!（原則、毎月第２または第３金曜日14時～16時開催）お問い合わせは協会事務局まで Tel. 075-212-8877

（
1
面
か
ら
の
続
き
）

　
手
話
は
一
つ
の
言
語
で

す
。
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の

言
語「
手
話
」。こ
の
素
晴
ら

し
い
言
語
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
手
話
を
公
用
語

（
第
2
言
語
）
と
し
て
い
る

国
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
韓

国
が
あ
り
ま
す
。
準
公
用
語

と
し
て
い
る
国
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ

ル
ウ
ェ
ー
・
デ
ン

マ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
。

　
で
は
日
本
で
は

ど
う
で
し
ょ
う

か
。
現
在
34
都
道

府
県
と
4
6
4
の

自
治
体
で
「
手
話

言
語
条
例
」
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
京
都
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
。「
京
都
市
手
話
言

語
が
つ
な
ぐ
心
豊
か
な
共
生

社
会
を
目
指
す
条
例
」
と
し

て
2
0
1
6
年
4
月
1
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
ろ
う
者
の
文
化
と
聴
者
の

文
化
は
別
で
あ
っ
て
、
お
互

い
に
理
解
し
合
う
こ
と
も
大

切
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
京
都
府
保
険
医
協
会

医
療
者
が
盲
者
、

ろ
う
者
の
杖
に
な
ろ
う

で
す
が
、
1
9
8
7
（
昭
和

62
）
年
11
月
に
手
話
講
座
が

開
講
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
が

で
き
る
よ
り
ず
っ
と
前
の
こ

と
で
す
。
記
憶
が
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
30
〜
50
人

の
方
が
集
ま
り
、
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
賑
や
か
な

手
話
講
座
で
し
た
。
そ
の
後

講
師
に
藤
井
進
氏
（
当
時
、

日
本
福
祉
大
学
非
常
勤
講

師
・
大
谷
高
校
非
常
勤
講

師
）
を
迎
え
た
頃
は
半
分
位

に
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
藤

井
先
生
の
発
案
で
こ
の
サ
ー

ク
ル
に
名
前
を
付
け
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
話
の
礎
（
い
し
ず
え
）
に

な
ろ
う
と
い
う
の
が
主
題
で

し
た
が
、「
い
し
ず
え
」
↓

「
い
し
づ
え
」
↓
「
い
し
つ

え
」
↓
「
医
師
杖
」
↓
「
い

し
づ
え
」
と
変
化
さ
せ
医
療

関
係
者
が
盲
者
の
杖
の
よ
う

に
、
ろ
う
者
の
杖
に
な
ろ
う

と
い
う
心
を
込
め
て
決
ま
り

ま
し
た
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
で
は

1
9
9
9
年
8
月
に
「
聴

覚
障
害
者
の
受
診
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
が
実
施

さ
れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、「
全
国
手
話
問
題
研
究

会
京
都
支
部
医
療
班
」
の
一

員
と
な
っ
て
、
京
都
府
保
険

医
協
会
、
京
都
府
薬
剤
師

会
、
京
都
府
歯
科
保
険
医
協

会
と
連
携
し
て
「
聴
覚
障
害

者
の
医
療
あ
ん
し
ん
マ
ッ

プ
」
を
作
り
ま
し
た
。
手
話

で
診
察
が
受
け
ら
れ
る
医
院

の
マ
ッ
プ
で
す
。

　
現
在
は
総
勢
20
人
。
こ
の

生
き
生
き
と
し
た
顔
を
見
て

下
さ
い
。
前
列
真
ん
中
が
ろ

う
者
の
講
師
で
す
。
手
話
に

携
わ
っ
て
何
十
年
も
の
ベ
テ

ラ
ン
、
数
年
の
方
、
数
カ
月

の
方
、
そ
し
て
今
日
入
会
し

た
方
、
経
験
年
数
は
違
っ
て

い
て
も
一
緒
に
楽
し
く
手
話

で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
で
す
か
ら
初
心
者
の
方

も
経
験
豊
富
な
方
も
、
誰
で

も
す
ぐ
に
溶
け
込
め
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
に
ぜ
ひ
ご
入

会
下
さ
い
。

経験年数を問わず楽しく手話

早川 久仁子（中京東部）

京
都
府
保
険
医
協
会
の

手
話
サ
ー
ク
ル
「
い
し
づ
え
」

「
院
内
」処
方
が
主
の

回
答
者
の
傾
向

　
「
院
内
処
方
が
主
」
と
回
答

し
た
方
に
選
定
療
養
導
入
で
悪

い
影
響
が
あ
っ
た
か
質
問
し
た

と
こ
ろ
「
悪
い
影
響
は
な
い
」

48
％
、「
悪
い
影
響
が
あ
っ
た
」

52
％
で
あ
っ
た
。

　
「
悪
い
影
響
が
な
い
」
理
由

は
図
３
の
通
り（
複
数
回
答
）。

こ
こ
で
も
医
療
機
関
の
対
応
に

よ
り
ト
ラ
ブ
ル
等
は
生
じ
て
い

な
い
と
う
か
が
え
る
が
、「
趣

旨
を
理
解
し
て
い
る
患
者
が
多

い
印
象
」
と
回
答
し
た
方
が
い

な
い
こ
と
が
特
徴
的
だ
。

　
一
方
、「
悪
い
影
響
が
あ
っ

た
」
理
由
は
図
４
の
通
り
（
複

数
回
答
）。
こ
こ
で
も
回
答
者

の
77
％
が
「
事
務
量
が
増
加
し

た
」
と
回
答
し
た
。

患
者
か
ら
の
反
応
、

医
療
扶
助
対
象
者
へ

の
対
応
な
ど

　
選
定
療
養
導
入
に
よ
り
患
者

の
反
応
や
薬
局
か
ら
の
報
告
で

印
象
的
な
も
の
が
あ
る
か
質
問

し
た
。
27
件
の
回
答
中
「
特
に

な
し
」
は
10
人
。
そ
の
他

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
効
果
が
な

い
。
患
者
か
ら
の
信
頼
を
失
う

恐
れ
」「
後
発
品
へ
の
変
更
や

銘
柄
変
更
で
思
い
の
ほ
か
、

味
、
呑
み
安
さ
、
薬
効
の
変

化
、
消
化
器
症
状
等
出
現
し
た

事
例
あ
り
」「
院
内
に
準
備
し

て
い
な
い
特
殊
な
薬
を
処
方
す

る
時
は
院
外
処
方
に
せ
ざ
る
を

得
ず
、
そ
の
際
に
患
者
へ
の
説

明
に
時
間
が
か
か
り
理
解
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
」「
点
眼
で

ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
ー
性
眼
瞼
炎

を
起
こ
し
た
」「
制
度
が
分
か

り
に
く
い
」「
一
般
名
処
方
を

し
て
い
る
が
、
後
発
品
が
な
い

の
か
、
全
て
の
処
方
薬
が
先
発

品
に
変
更
さ
れ
た
」「
な
ぜ
負

担
が
増
え
る
の
か
、
ど
う
し
て

も
理
解
で
き
な
い
人
が
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
合
理
的
な
説
明

が
難
し
い
」
等
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
医
療
扶
助

の
患
者
は
従
前
か
ら
後
発
医
薬

品
の
処
方
が
原
則
と
な
り
選
定

療
養
が
使
え
な
い
こ
と
か
ら
、

対
応
に
困
っ
た
事
例
が
あ
る
か

質
問
し
た
。
26
件
の
回
答
中
、

「
特
に
な
し
」
は
11
人
。
そ
の

他
「
人
権
問
題
だ
」「
後
発
品

の
不
足
で
先
発
品
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
が
あ
り
、
コ
メ

ン
ト
記
載
の
作
業
が
大
変
で

あ
っ
た
」「
後
発
品
が
品
薄
で

薬
局
に
な
い
こ
と
が
あ
る
」

「
先
発
品
希
望
者
に
対
す
る
方

法
が
な
い
。
自
費
も
不
可
と
言

わ
れ
た
」「
生
活
保
護
者
は
後

発
品
が
原
則
な
の
は
周
知
さ
れ

て
い
な
い
印
象
」「
先
発
品
の

希
望
が
一
定
数
あ
る
」
等
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

反
対
理
由
５
割
「
後
発

医
薬
品
品
質
懸
念
」

　
選
定
療
養
の
導
入
の
是
非
を

質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
賛
成
」

16
％
、「
反
対
」
84
％
で
あ
っ

た
。

　
「
賛
成
」
の
理
由
は
図
５
の

通
り
（
複
数
回
答
）。
9
人
が

「
無
駄
な
医
療
費
は
削
減
す
べ

き
」
と
回
答
し
た
。
そ
の
他

「
Ａ
Ｇ
を
選
択
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
」「
一
般
薬
化
も
進
め

る
べ
き
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　
「
反
対
」
の
理
由
は
図
６
の

通
り
（
複
数
回
答
）。
55
％
が

「
品
質
に
懸
念
の
あ
る
後
発
医

薬
品
が
多
い
。
後
発
医
薬
品
は

信
用
で
き
な
い
」と
回
答
し
た
。

　
そ
の
他
「
事
務
作
業
が
増
え

る
」「
先
発
と
後
発
で
ほ
と
ん

ど
薬
価
差
が
な
い
薬
も
コ
メ
ン

ト
入
力
す
る
必
要
が
あ
り
、
時

間
と
手
間
が
無
駄
」「
後
発
品

の
確
保
が
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
で

の
導
入
は
順
序
が
違
う
。
選
定

療
養
を
強
要
す
る
前
に
後
発
医

薬
品
の
流
通
を
守
る
政
策
を

し
っ
か
り
打
つ
べ
き
だ
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
方
で
、

「
患
者
が
先
発
品
を
望
む
な
ら

後
発
品
と
の
差
額
を
患
者
か
ら

徴
収
す
れ
ば
よ
い
」
と
の
意
見

も
あ
る
。

６
割
が
医
薬
品
の

流
通
改
善
を
望
む

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
善
を

望
む
内
容
を
質
問
し
た
結
果
は

図
７
の
通
り
（
複
数
回
答
）。

60
％
が
「
後
発
医
薬
品
を
中

心
と
し
た
医
薬
品
の
流
通
改

善
」
を
望
ん
だ
。
そ
の
他
「
現

場
に
丸
投
げ
し
て
い
る
が
、
国

が
国
民
に
説
明
す
べ
き
。
患
者

と
の
信
頼
関
係
に
も
影
響
」

「
一
般
薬
化
を
進
め
た
上
で
医

院
で
も
売
れ
る
よ
う
に
す
る
べ

き
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
回
答
者
の
84
％
が
選
定
療
養

導
入
に
反
対
し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
協
会
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
厚
労
三
役
、
中
医
協

全
委
員
、
国
会
議
員
等
に
送
付

し
、
医
療
機
関
が
直
面
す
る
問

題
点
を
訴
え
、
選
定
療
養
の
撤

回
を
求
め
る
。

所得補償保険の特長
◆ 最大給付期間４年は協会だけ！月額補償最大450万円まで
◆ １年間給付請求がなければ、年間保険料の20％が戻ります
◆  院長とスタッフ全員がご加入の場合、健康告知が不要とな
る一括告知制度※２

◆ 躁うつ病をはじめとする精神障害も補償

※２  院長の加入は必須で
スタッフ５人以上、
１年に１回健康診断
を受けていることが
要件です。加入対象
は院長と常勤スタッ
フのみでも可

※１  免責期間30日終了から65歳までの期間が３年に満たない場合は３年。免責期間終了翌日から
341日までは給付金額の20％、342日目から給付金額100％のお支払い

◆ 月額補償を75万円から150万円に拡大
◆免責期間を124日から30日に短縮
◆給付期間10年（60歳から５年）を65歳までの補償に※１

2025年１月１日から
長期障害所得補償保険（GLTD）が充実

所得補償保険と組み合わせて、より手厚い補償を

協会の休業補償制度

無駄な医療費は削減すべき
後発医薬品と先発医薬品の効能・効果に差異はない

後発医薬品があるのに
先発医薬品をほしがるのは贅沢

その他

品質に懸念のある後発医薬品が多い。
後発医薬品は信用できない

医療の本体部分に「アメニティ」の
考え方を持ち込む制度で危険

後発医薬品のある先発医薬品の薬価を
引き下げればよい

新薬の薬価抑制こそ必要
その他

後発医薬品を中心とした医薬品の流通改善
先発医薬品（長期収載品）の選定療養の撤回

後発医薬品の品質改善
Authorized Genericの流通増加

差額徴収額の拡大阻止
選定療養の拡大や保険給付範囲縮小の阻止
「医療上の必要性」に関するレセプトの

選択コメントの拡大
この件について、協会に期待する運動はない

その他

18％

18％

46％
82％

16％
38％

43％

43％

55％

60％

3％
3％

27％

27％
28％

45％
51％
54％

82％

77％

29％

0％

43％

64％

11％

21％

42％

58％

6％

6％

47％

59％

6％
18％

29％

41％

53％

医学的判断により必要な
先発品は処方を続けている

一般名処方のため
患者に説明し、

納得してもらっている
制度変更の趣旨を理解している

患者が多い印象

長期収載品を処方する際は
コメントを入れている

主に後発医薬品を調剤している
患者に説明し、

納得してもらっている
制度変更の趣旨を理解している

患者が多い印象

レセプトへのコメント入力・
記載で事務量が増加

後発医薬品に変更しようとしたが、
後発医薬品が購入できない

「医療上の必要性」に関するレセプト
の選択コメントが限定的過ぎ

差額徴収に患者が納得しない、
患者からクレームがあった

後発品が納入できなかった時に
購入した先発品が使用できない

レセプトへのコメント入力・
記載で事務量が増加

差額徴収に患者が納得しない、
患者からクレームがあった

薬局からの照会が増えて煩わしい
「医療上の必要性」に関するレセプト

の選択コメントが限定的過ぎ
負担金の計算が煩雑で理解し難い
患者に必要性を求められる

図１　「悪い影響はない」理由（院外処方）

図２　「悪い影響があった」理由（院外処方）

図４　「悪い影響があった」理由（院内処方）

図３　「悪い影響はない」理由（院内処方）

図５　「賛成」の理由

図６　「反対」の理由

図７　 先発医薬品の選定療養の導入について、
運動などによって改善が望まれる内容
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生
活
習
慣
病
管
理
料（
Ⅰ
）を
算
定
後
、

管
理
料（
Ⅱ
）を
算
定
で
き
る
か
A

515515

Ｑ
、
24
年
12
月
ま
で
生
活
習

慣
病
管
理
料（
Ⅰ
）を
算
定
し
て

い
た
患
者
に
つ
い
て
、
1
月
か

ら
は
生
活
習
慣
病
管
理
料（
Ⅱ
）

を
算
定
し
た
と
こ
ろ
減
点
と

な
っ
た
。
管
理
料（
Ⅰ
）を
算
定

し
た
患
者
に
は
管
理
料（
Ⅱ
）は

算
定
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
、
生
活
習
慣
病
管
理
料

（
Ⅰ
）を
算
定
し
た
場
合
、
管
理

料（
Ⅰ
）を
算
定
し
た
月
か
ら
起

算
し
て
6
月
以
内
の
期
間
に
は

管
理
料（
Ⅱ
）を
算
定
で
き
な
い

取
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
な
り

手
が
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。

　
今
年
2
月
の
社
会
福
祉
士
国
家

試
験
の
受
験
者
は
2
万
7
6
1
6

人
で
、
前
年
よ
り
6
9
2
3
人
の

減
少
。
か
つ
て
は
毎
年
の
よ
う
に

4
万
5
千
人
を
超
え
て
い
た
の
に

比
べ
、
4
割
も
減
っ
た
。

　
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
の

受
験
者
は
6
6
4
2
人
で
、
前
年

よ
り
3
3
6
人
減
。
こ
ち
ら
は
横

ば
い
ま
た
は
微
減
が
続
く
。

　
受
験
料
が
社
会
福
祉
士
1
万
9

3
7
0
円
、
精
神
保
健
福
祉
士
2

万
4
1
4
0
円
と
異
様
に
高
い
こ

と
も
一
因
だ
ろ
う
（
医
師
国
家
試

験
は
1
万
5
3
0
0
円
、
看
護
師

国
家
試
験
は
5
4
0
0
円
）。

　
よ
り
根
本
的
な
問
題
は
、
福
祉

職
の
待
遇
の
悪
さ
に
あ
る
。

　
介
護
・
障
害
福
祉
の
事
業
所
や

社
会
福
祉
協
議
会
の
場
合
、
正
職

員
で
も
月
収
は
二
十
数
万
円
が
多

く
、
長
く
勤
め
て
も
年
収
4
0
0

万
円
に
は
な
か
な
か
届
か
な
い
。

　
し
か
も
公
務
員
を
含
め
て
非
正

規
雇
用
が
多
い
た
め
、
実
際
に

は
、
も
っ
と
低
水
準
の
労
働
条
件

で
働
い
て
い
る
人
が
多
い
。

　
ま
と
も
な
収
入
を
得
る
に
は
、

正
規
の
公
務
員
に
な
る
か
、
大
き

な
医
療
機
関
に
採
用
さ
れ
る
か
、

大
学
の
教
員
に
な
る
か
、
事
業
の

経
営
者
と
し
て
成
功
す
る
か
。

　
そ
ん
な
状
況
だ
か
ら
、
大
学
の

福
祉
系
学
部
の
志
望
者
は
減
り
、

そ
こ
を
卒
業
し
て
も
一
般
企
業
に

就
職
す
る
学
生
が
少
な
く
な
い
。

そ
れ
で
は
、
福
祉
職
に
な
る
人
の

レ
ベ
ル
は
下
が
っ
て
い
く
。

　
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
乗

り
、
生
活
支
援
を
組
み
立
て
る
の

は
、
簡
単
な
仕
事
で
は
な
い
。
人

と
接
す
る
ス
キ
ル
も
、
社
会
制
度

の
知
識
も
、
関
係
機
関
と
連
携
す

る
力
も
必
要
だ
。
耳
、口
、足
、そ

し
て
頭
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

　
け
れ
ど
も
業
務
独
占
で
は
な
く

名
称
独
占
（
資
格
が
な
い
と
名
乗

れ
な
い
）
に
す
ぎ
ず
、
誰
で
も

や
っ
て
よ
い
仕
事
と
さ
れ
た
ま
ま
。

　
有
資
格
者
だ
け
仕
事
に
つ
け
る

任
用
独
占
と
い
う
方
式
も
あ
り
う

る
が
、
社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健

福
祉
士
で
も
、
介
護
支
援
専
門
員

や
障
害
福
祉
の
相
談
支
援
専
門
員

に
な
る
に
は
、
介
護
職
や
医
療
職

と
同
様
の
経
験
年
数
を
経
な
い
と

受
験
や
研
修
受
講
が
で
き
な
い
。

　
介
護
、
障
害
福
祉
な
ど
の
判
定

で
重
視
さ
れ
る
の
は
医
師
の
意
見

書
。
テ
ー
マ
は
生
活
支
援
の
要
否

な
の
に
、
福
祉
職
に
は
判
断
す
る

権
限
が
な
い
。
病
院
勤
務
の
相
談

員
も
、
主
た
る
仕
事
は
ベ
ッ
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
だ
っ
た
り
す
る
。

　
国
家
資
格
を
所
管
す
る
厚
労
省

か
ら
軽
ん
じ
ら
れ
、
な
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
福
祉
は
女

性
の
仕
事
と
い
う
古
い
差
別
的
感

覚
も
底
流
に
あ
る
の
だ
ろ
う
（
実

際
は
男
性
の
福
祉
職
も
多
い
）。

　
な
の
に
、
専
門
職
団
体
の
危
機

意
識
は
弱
い
。
後
継
者
が
先
細
り

し
、
優
秀
な
人
材
が
来
な
く
な
る

の
に
、
待
遇
改
善
を
強
く
要
求
す

る
こ
と
は
な
く
、
判
断
権
限
を
求

め
る
こ
と
も
な
い
。
職
域
拡
大
を

図
り
、
診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
上

の
評
価
を
要
望
す
る
程
度
だ
。

　
若
い
学
生
の
養
成
が
減
る
な

ら
、
人
生
経
験
を
経
て
福
祉
に
関

心
を
抱
く
社
会
人
か
ら
の
転
進
を

重
視
す
れ
ば
よ
い
の
に
、
そ
う
い

う
方
針
転
換
も
で
き
て
い
な
い
。

　
政
府
や
政
党
が
処
遇
改
善
を
口

に
す
る
の
は
看
護
、介
護
ば
か
り
。

福
祉
職
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も

存
在
が
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。

　
す
べ
て
の
人
々
が
よ
り
よ
い
生

活
を
営
め
る
よ
う
、
必
要
な
ら
社

会
を
変
え
る
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
役
割
と
さ
れ
て
い
る
。

　
自
分
た
ち
の
粗
末
な
待
遇
の
改

善
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
よ

う
で
は
、
立
派
な
理
念
が
泣
く
。

福
祉
職
の
待
遇
が
悪
す
ぎ
る

金
融
共
済
委
員
会

（
2
／
19
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
1
件
を
審
査
し
可
決
し

ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

2
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

「
適
時
調
査
に
お
け
る
指
摘
事

項
・
そ
の
傾
向
と
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
事
務
局
が
解
説
し

た
。
参
加
者
は
1
5
3
人
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
再
開
さ
れ

て
い
る
厚
生
局
に
よ
る
施
設
基

準
適
時
調
査
の
実
施
状
況
（
病

院
を
対
象
に
実
施
）
を
説
明
し

た
上
で
、
開
示
請
求
に
よ
り
得

ら
れ
た
23
年
度
実
施
に
よ
る
改

善
事
項
（
指
摘
事
項
＝
改
善
を

求
め
ら
れ
た
内
容
）
を
元
資
料

に
、
指
摘
の
頻
度
が
高
い
も

の
、
傾
向
的
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
も
の
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ

の
原
因
や
対
策
を
解
説
し
た
。

23
年
度
に
最
も
多
く
の
病
院

で
指
摘
さ
れ
た
の
が
「
入
院
基

本
料
に
係
る
病
棟
日
勤
時
間
お

よ
び
病
棟
夜
勤
時
間
に
つ
い

て
、
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め

ら
れ
た
の
で
、
適
正
に
計
算
す

る
こ
と
」
で
、
い
わ
ゆ
る
届
出

勤務時間計上の誤りなど
適時調査の指摘事項を解説
医療政策セミナーに153人参加

書
添
付
書
類
「
様
式
9
」
へ
の

勤
務
時
間
計
上
が
誤
っ
て
い
る

と
い
う
も
の
。
時
間
計
上
の
考

え
方
や
単
な
る
入
力
誤
り
、
機

械
の
設
定
ミ
ス
等
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
と
し
た
。
ま
た
入
院

診
療
計
画
書
に
つ
い
て
も
「
画

一
的
」
や
「
多
職
種
で
作
成
で

き
て
い
な
い
」
等
の
指
摘
が
多

く
、
調
査
の
際
に
呈
示
す
る
3

例
の
計
画
書
の
中
身
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
た
せ
る
こ
と

や
、「
主
治
医
以
外
の
担
当
者

名
に
」
関
係
す
る
職
種
の
名
前

を
漏
れ
な
く
記
載
し
て
お
く
等

の
工
夫
が
必
要
な
ど
と
紹
介
。

全
部
で
25
の
指
摘
事
項
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　
協
会
の
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー

は
今
後
も
適
宜
、
必
要
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
開
催
し
て
い
く

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た

い
。

　
新
規
開
業
を
考
え
て
い
る
勤
務
医
を
対
象
に
「
新
規

開
業
を
考
え
る
方
の
講
習
会
」
を
24
年
11
月
10
日
に
協

会
会
議
室
で
開
催
し
、
7
人
が
参
加
し
た
。

　
協
会
は
2
月
13
日
、
病
院
幹

部
職
員
を
対
象
に
「
医
療
政
策

セ
ミ
ナ
ー
」
を
ウ
ェ
ブ
開
催
。

　
ひ
ろ
せ
税
理
士
法
人
認
定
登

録
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
常
田
幸
男
氏
よ
り
「
開
業
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
の
す
べ
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
そ
の
後
、
医

療
法
人
秋
桜
会
む
ら
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
村
田

真
野
氏
（
綴
喜
）
よ
り
「
先
達

の
開
業
医
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
…
」
と

題
し
て
、
開
業
時
の
経
験
な
ど

を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
常
田
氏
は
冒
頭
に
「
こ
れ
か

ら
の
開
業
は
医
療
Ｄ
Ｘ
、
物
価

や
人
件
費
の
高
騰
等
へ
の
対
応

が
必
要
。
国
は
医
師
偏
在
対
策

の
一
つ
と
し
て
開
業
規
制
の
議

論
を
進
め
て
お
り
、
最
新
の
情

報
を
把
握
す
る
こ
と
も
大
事
」

と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
①
開
業

に
向
け
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
全

体
像
と
ポ
イ
ン
ト
②
開
業
後
に

陥
り
や
す
い
落
と
し
穴
と
乗
り

越
え
る
た
め
の
対
策
を
解
説
。

　
開
業
場
所
に
関
し
て
「
日
本

医
師
会
が
運
営
す
る
『
地
域
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
』
で
各
地
域

の
医
療
圏
や
市
町
村
ご
と
に
年

齢
層
別
の
将
来
人
口
推
計
や
現

状
の
医
療
提
供
体
制
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
、
開
業
地
選
定
の

参
考
に
な
る
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
。
建
築
業
者
の
選
定
は
「
建

築
費
用
だ
け
で
な
く
、
医
院
建

築
の
経
験
が
あ
る
か
。
担
当
者

と
は
打
ち
合
わ
せ
で
毎
週
顔
を

合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
一
番

重
要
な
の
は
相
性
が
合
う
か
ど

う
か
だ
」
と
述
べ
た
。

　
開
業
後
に
陥
り
や
す
い
症
候

群
と
し
て
、
四
つ
の
事
例
を
紹

介
。〝
必
要
以
上
の
不
安
に
駆

ら
れ
る
症
候
群
〞
は
「
開
業
当

初
に
患
者
が
少
な
く
、
多
額
の

借
入
金
を
背
負
っ
て
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
存
在

に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
か
等
の

不
安
が
原
因
で
陥
る
。
対
処
法

は
運
転
資
金
を
で
き
る
限
り
潤

沢
に
確
保
。
目
標
患
者
数
（
収

支
分
岐
点
）
を
把
握
。〝
成
功

曲
線
〞
を
理
解
し
、
増
患
の
た

め
の
工
夫
を
根
気
よ
く
継
続
す

る
こ
と
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
先
輩
開
業
医
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
し
て
村
田
氏
は
―
何
と

言
っ
て
も
立
地
が
大
事
。
開
業

に
か
け
る
労
力
の
90
％
は
立
地

選
定
に
費
や
し
た
方
が
良
い
。

予
測
来
院
患
者
の
生
活
圏
を
自

分
で
調
査
し
て
見
極
め
る
こ

と
。
業
者
の
診
療
圏
調
査
を
鵜

呑
み
に
し
て
は
い
け
な
い
。

「
事
業
計
画
書
」
は
必
ず
自
分

で
作
成
し
て
ほ
し
い
。
作
成
す

る
こ
と
で
患
者
が
毎
日
、
最
低

何
人
来
た
ら
経
営
が
成
り
立
つ

の
か
、
逆
に
何
人
だ
と
運
転
資

金
が
何
カ
月
で
枯
渇
し
て
し
ま

う
か
分
か
る
―
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
曽
我
部
理
事
よ
り

地
区
医
師
会
へ
の
入
会
手
続

き
、
会
員
医
師
の
経
営
と
生
活

を
守
る
保
険
医
協
会
の
各
種
共

済
制
度
や
保
険
診
療
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
説
明
し
た
。
参
加
者

か
ら
「
開
業
後
の
流
れ
や
課
題

が
良
く
分
か
っ
た
」「
勉
強
に

な
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ

い
た
。

　
次
回
の
講
習
会
は
、
5
月
25

日
（
日
）
に
開
催
予
定
（
案
内

は
6
面
）。

講師の常田氏（上）、
村田氏（下）

成功の一歩は自ら考え動くこと
立地選定と事業計画は綿密に
勤務医向けに開業講習会

　
こ
こ
で
い
う
6
月
と
は
、
暦

月
で
の
6
月
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
3
月
10
日
に
管
理
料

（
Ⅰ
）を
算
定
し
た
場
合
、
次
に

管
理
料（
Ⅱ
）を
算
定
で
き
る
の

は
、
9
月
1
日
以
降
で
す
。
そ

の
間
の
4
月
〜
8
月
は
管
理
料

（
Ⅱ
）が
算
定
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
取
扱
い
を
踏
ま
え
て
管
理
料

（
Ⅰ
）と（
Ⅱ
）の
切
り
替
え
は
ご

留
意
下
さ
い
。

相談は無料（１事案１回限り）
ご都合の良い日時で相談できます

専門家との

無無料料相相談談
 弁護士

  日常生活・日常生活・
医業のトラブル医業のトラブル

 税理士
 相続、医院承継 相続、医院承継

 社会保険労務士
  スタッフ雇用、

就業規則作成作成
 建築士

 新改築、リフォーム

立地選定では実際に歩いて調査した
と語る村田氏

2 0 2 5 年 (令和 7年) 3 月 1 0 日 第 3 1 8 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）
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地区医師会との懇談会
３月・４月の開催予定

日
常
診
療
こ
そ
診
療
報
酬
で
補
填
拡
充
を

生
活
習
慣
病
管
理
料
の
算
定
制
限
は
不
合
理

綴
喜
医
師
会
と
懇
談

1
月
18
日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

　
協
会
は
綴
喜
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
1
月
18
日
に
ウ
ェ
ブ
で

開
催
し
た
。
地
区
か
ら
は
6

人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席
。

綴
喜
医
師
会
の
安
田
美
希
生
会

長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
冒

頭
、
安
田
会
長
か
ら
「
今
次
診

療
報
酬
改
定
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

政
策
に
協
力
す
れ
ば
点
数
が
上

が
る
な
ど
、
本
来
の
医
療
に
関

係
の
な
い
も
の
が
あ
り
、
怒
り

を
感
じ
て
い
る
。
医
療
Ｄ
Ｘ
関

連
の
対
応
は
複
雑
か
つ
困
難

で
、
人
件
費
の
増
加
で
医
療
機

関
の
経
営
は
大
き
な
影
響
を
受

け
る
。
不
満
を
述
べ
て
も
き
り

が
な
い
が
、
本
日
は
活
発
な
議

論
を
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
協
会
か
ら
社
会
保
障

制
度
の
行
方
と
医
療
提
供
体
制

改
革
を
話
題
提
供
し
、
意
見
交

換
し
た
。
会
費
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
も
理
解
を
求
め
た
。

　
地
区
か
ら
は
医
療
費
増
加
に

対
し
て
「
高
額
医
療
を
全
て
保

険
で
賄
う
の
は
限
界
で
は
な
い

か
。
一
部
の
高
額
医
療
を
別
枠

に
し
て
、
日
常
診
療
こ
そ
医
療

保
険
制
度
で
支
え
な
け
れ
ば
医

療
費
が
増
加
す
る
一
方
だ
。
国

を
批
判
す
る
だ
け
で
は
い
け
な

い
」「
医
療
費
抑
制
で
は
な

く
、
医
療
立
国
と
し
て
医
療
経

済
で
国
を
け
ん
引
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
医
療
を
国
家
予

算
の
中
で
ど
う
位
置
付
け
る
か

が
問
題
と
し
、
社
会
保
障
費
を

も
う
少
し
増
や
し
て
い
く
の
は

当
然
で
あ
る
が
、
国
家
予
算
の

枠
内
で
全
体
を
見
て
議
論
し
て

い
く
べ
き
だ
と
回
答
し
た
。
防

衛
費
の
妥
当
性
、
政
治
と
カ
ネ

の
問
題
に
も
目
を
向
け
、
国
民

の
た
め
に
な
る
お
金
の
使
い
方

が
重
要
と
強
調
し
た
。

高
額
医
療
に
つ
い
て

は
、「
患
者
が
高
額
医

療
を
前
に
し
た
時
、
治

療
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

受
け
た
い
と
思
う
の
は

心
理
と
し
て
当
然
だ
。

高
額
医
療
を
利
用
し
て

も
医
療
保
険
制
度
に
大

き
な
影
響
が
生
じ
な
い

仕
組
み
こ
そ
必
要
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　
生
活
習
慣
病
管
理
料
に
つ
い

て
は
、「
高
齢
者
に
対
し
て
は

フ
レ
イ
ル
対
策
、
認
知
症
の
評

価
、
介
護
連
携
、
併
存
疾
患
の

課
題
な
ど
一
度
の
診
察
で
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
や
り
取
り
す

る
。
生
活
習
慣
病
管
理
料
の
報

酬
だ
け
で
は
割
に
合
わ
な
い
。

特
に
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質
治
療

管
理
料
が
併
算
定
で
き
な
い
の

は
明
ら
か
に
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
。

検
査
す
る
度
に
持
ち
出
し
に
な

る
」
と
切
実
な
意
見
が
上
が
っ

た
。
協
会
は
問
題
意
識
は
全
く

同
じ
で
あ
り
、
期
中
改
定
の
要

望
な
ど
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
述
べ
た
。

●
能
登
半
島
の
復
興
へ

救
援
募
金
に
ご
協
力
下
さ
い

　
京
都
府
保
険
医
協
会

　
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
全

額
被
災
地
域
に
寄
付
い
た
し
ま

す
。

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

　
集
ま
っ
た
募
金
は
被
災
会
員

の
お
見
舞
に
。

　
詳
細
は
本
紙
第
3
1
8
6
号

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

舞鶴相楽
４月12日（土）
14時30分～16時
舞鶴医師会館

３月22日（土）
16時～18時
ホテル日航奈良

小
山
信
一
氏
（
享
年
87
、
山

科
）
1
月
16
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
協
会
理
事
：
1
9
8
0
年
〜

1
9
8
4
年
、
1
9
8
7
年
〜

1
9
8
8
年 訃

　
報

　
小
生
は
高
校
時
代
か

ら
大
学
を
経
て
医
師
に

な
っ
て
約
30
年
余
、
ラ

グ
ビ
ー
に
奮
励
し
た
が
静
岡
県

立
総
合
病
院
に
8
年
間
赴
任
し

て
い
た
時
、
所
属
チ
ー
ム
だ
っ

た
関
西
ド
ク
タ
ー
ズ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
試
合
で
3
回

の
手
術
を
要
し
たunhappy

triad
knee

injury

を
契

機
に
現
役
を
退
い
た
。
一
方
、

生
来
の
ア
ー
ト
好
き
は
、
産
婦

人
科
医
院
を
阪
急
電
鉄
桂
駅
前

で
開
業
し
つ
つ
趣
味
に
て
日

頃
、
作
画
に
勤
し
ん
で
も
い
た

父
・
信
雄
の
遺
伝
に
加
え
、
中

学
時
代
に
は
美
術
部
部
長
を
押

し
付
け
ら
れ
た
の
で
貧
弱
な
が

ら
そ
の
素
地
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
す
で
に
46
年
間

の
臨
床
医
生
涯
を
退
き

約
半
年
余
り
、
長
年
の
夢
を
実

現
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
矢

先
の
2
0
2
4
年
9
月
、
京
都

府
保
険
医
協
会
の
新
聞
担
当
事

務
局
・
Ｋ
氏
か
ら
実
は
嬉
し
く

も
あ
る
突
然
の
執
筆
依
頼
を
無

謀
に
も
軽
々
し
く
受
け
た
次
第

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
医
学
生

時
代
に
取
得
し
た
古
物
商
免
許

を
有
し
、
東
洋
医
学
専
門
医
の

看
板
を
生
か
し
た
整
形
外
科
医

院
と
と
も
に
薬
膳
ラ
ン
チ
を
提

供
し
て
い
た
〝
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ク
シ
ッ
ク
ス
〞

も
併
業
し
て
い
た
小
生
の
似え

非せ

芸
術
駄
文
に
数
回
付
き
合
っ
て

も
ら
え
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ

る
。ま

ず
標
題
の
月
岡
芳
年
は

歴
史
・
合
戦
絵
か
ら
風

俗
・
美
人
画
に
至
る
多
種
多
様

な
刷
物
で
あ
る
木
版
画
の
浮
世

絵
を
主
に
手
掛
け
、
幕
末
か
ら

明
治
中
期
に
一
世
を
風
靡
し
た

が
、
小
生
に
お

け
る
最
近
の
蒐

集
主
眼
で
あ
る

油
絵
や
み
づ
ゑ

に
よ
る
肉
筆
画

は
元
々
、
四
条
派
の
松
月
と
い

う
絵
師
に
師
事
し
た
も
の
の
比

較
的
稀
で
あ
る
。
小
生
と
芳
年

浮
世
絵
と
の
出
会
い
は
20
歳
過

ぎ
の
頃
、
定
期
購
読
し
て
い
た

昭
和
49
（
1
9
7
4
）
年
11
月

号
の
「
美
術
手
帖
特
集
：
芳

年
―
狂
気
の
構
造
」
を
読
み
ふ

け
る
と
興
味
深
く
、
た
ち
ま
ち

価
で
手
に
入
れ
、
こ
れ
が
浮
世

絵
な
ど
泥
沼
骨
董
蒐
集
の
第
一

歩
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

走
り
書
き
初
回
に
つ
き
、

芳
年
の
略
歴
を
記
す

と
、
天
保
10
（
1
8
3
9
）
年

江
戸
商
家
に
生
ま
れ
た
幼
名
・

米
次
郎
は
12
歳
の
年
、
小
生
が

大
好
き
な
歌
川
国
芳
に
弟
子
入

り
し
、
3
年
後
の
嘉
永
3
（
1

8
5
3
）
年
に
は
早
く
も
浮
世

絵
処
女
作
物
語
絵
「
文ぶ

ん
治じ

元が
ん
年ね

ん

平へ
い

家け

の
一い

ち

門も
ん

亡ぼ
う
か
い
ち
ゅ
う
お
ち
い

海
中
落
入
る

圖ず

」（
図
2
）
を
一
魁
斎
の
名

で
発
表
し
た
力
量
と
非
凡
さ
に

は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
最
盛

期
は
2
0
0
人
余
り
の
門
弟
を

抱
え
、
躁
鬱
状
態
に
陥
っ
た

後
、
快
癒
し
大た

い
蘇そ

と
い
う
雅
号

を
用
い
「
東
京
流
行
細
見
記
」

の
浮
世
絵
番
付
で
1
位
と
な

小
生
と
芳
年
の
邂
逅
と
そ
の
見
事
な
画
業

新連載

図３

図１

弱
者
へ
の
共
鳴

や
反
情
精
神
と

近
代
性
を
現
出

し
て
い
る
芳
年

ワ
ー
ル
ド
に
惹

き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
後

年
、
表
紙
に
な
っ
て
い
た
代
表

作
の
一
つ
で
月つ

き
ひ
ゃ
く
し

百
姿
の
内
、
明

治
18
（
1
8
8
5
）
年
に
出
版

さ
れ
た
「
朝あ

さ

野の

川が
わ

晴せ
い
せ
つ
の
つ
き

雪
月
孝こ

う

女じ
ょ

ち
か
子こ

」（
図
1
）
に
た
ま

た
ま
出
く
わ
し
、
本
紙
右
下
端

（
い
わ
ゆ
る
・
耳み

み

）
に
小
さ
な

欠
損
が
あ
っ
た
の
で
か
な
り
安

図２

り
、
当
代
、
最

高
の
人
気
絵
師

に
登
り
つ
め

た
。
し
か
し
晩

年
は
多
忙
な
製

作
、
飲
酒
や
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
が

引
き
金
と
な
っ

た
の
か
、
明
治
25（
1
8
9
2
）

年
に
54
歳
で
脳
溢
血
に
て
急
逝

し
た
。

武田 信巳（西京）第１幅

月
つき

岡
おか

芳
よし

年
とし

の魅力
最後の浮世絵師

筆
者（
右
端
）の
医
業（
勤
務
医
・

開
業
医
45
年
）引
退
を
記
念
と
し

た
武
田
・
八
木
両
家
集
団
肖
像

画（
石
川
総
一
郎
氏
作
）

たけだ・のぶみ
　1978年川崎医科大学卒、79年京整
会入局後、京都市立病院整形外科等、
前期研修（大恩師・森英吾先生はじめ
太田和夫・濱本肇・一坂章先生等に師
事）、84年兵庫県立尼崎病院後期研修
（芦田一彌先生に師事）、84～92年静
岡県立総合病院（再び濱本肇・琴浦良
彦先生に師事）ならびに93年京都市

立病院医長勤務後、父の急死を機に同年10月から2024年
１月まで阪急桂駅西口にて武田整形外科医院と健保外自費
診療の雲水堂美容鍼灸院および2013年８月から23年７月
まで通所リハビリ(Narrative OMR & C)を経営していた。
併せて西京整形外科病院勤務医・開業医有志による病診
連携の会を2004年４月から23年11月まで（年２回）計
37回主催しつつ、京都府医師会看護専門学校講師を25年
間担当した。資格は日整会リハ・スポ・RA医、日体協ス
ポドク、日本東洋医学漢方専門医、運動器リハ認定医等。

handle name
破瓜亭糞装師
奇骨庵主人

次
回
よ
り
幾
多
余
り
あ
る

芳
年
作
品
の
内
、
代
表

的
な
武
者
絵
、
物
語
絵
、
怪
奇

絵
、
戯
画
、
美
人
画
等
か
ら
選

択
し
て
小
文
な
が
ら
紹
介
し
た

い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
最
後
に

芳
年
の
門
弟
年
景
が
謹
写
し
た

芳
年
の
追
善
絵
を
挙
げ
て
お
き

ま
し
ょ
う
（
図
3
）。
辞
世
の

句
は
「
夜
を
つ
め
て
照
ま
さ
り

し
か
夏
の
月
」。

図１　月岡芳年を特集した
昭和49（1974）年11月号の
美術手帖表紙は晩年の代表
作月百姿の一つ「朝野川晴
雪月 孝女ちか子」
図２　芳年15歳、号は一
魁斎での処女作「文治元年
平家の一門亡海中落入る
圖」（小生行きつけ浮世絵
専門店・アート芳桐提供）
図３　大蘇芳年追善絵金木
年景筆、明治25（1892）年
辞世の句は「夜をつめて照
まさりしか夏の月」

花垣ルミさんをノーベル平和賞授賞式に送る会主催

日本被団協ノーベル平和賞授賞式報告会
～核兵器のない地球をつくる力に～

京都の多くの市民から寄せられた派遣カンパによって、花垣ルミさんをノルウェー・
オスロでのノーベル平和賞授賞式ツアーに送ることができました。その報告会を開
催し、大きな運動を展開する力にしたいと思います。

「ノーベル平和賞授賞式ツアー参加報告　
 核兵器も戦争もだめ！」
花垣 ルミ氏（京都原水爆被災者懇談会世話人代表 ）

「核兵器廃絶運動と非同盟運動」
小林 立雄氏（被爆二世、宮城県原水協理事）

「核兵器に対する視点を変えるための声を」
林田 光弘氏（被爆三世、元高校生平和大使）

［日時］３月23日◯日
13時30分～16時30分

［場所］ キャンパスプラザ京都　
４階第３講義室

［講演］ 「核兵器 禁止から廃絶へ」
川崎 哲氏
（核兵器廃絶国際キャンペーン
〈ICAN〉国際運営委員兼会長）

報
告
❶

報
告
❷

報
告
❸

申込不要
参加費無料

出
席
者
12
人
で
開
催
さ

れ
た
綴
喜
医
師
会
と
の

懇
談

2 0 2 5 年 (令和 7年) 3 月 1 0 日第 3 1 8 9 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行



全力全力
サポート!!

京都府保険医協会に
ご入会・ご活用下さい

保険医協会の多彩な活動の一部をご紹介します。
ドクタードクターを

保険医協会の多彩な活動の一部をご紹介します。

をを

Ⓒもへろん Ⓒもへろん

会員 5,500円
〇 京大、府立医大の勤務医は4,500円。
〇 新規入会の際には、入会資料として、
診療報酬点数表、税務対応資料などの
協会各種出版物を進呈。

なし入会金

月会費

保険講習会Ａ（偶数月開催）
①保険診療の基礎知識
②レセプト審査対策
４月17日（木） 14時～16時 予定

保険講習会Ｂ（奇数月開催）
①医療法立入検査対策
②新規個別指導対策
３月27日（木）、５月28日（水） 14時～16時 予定

保険講習会Ｃ（原則３カ月に1回開催）
在宅医療点数の基礎知識
―在宅医療を始める前に―
３月26日（水）14時～16時 予定

保険講習会Ｄ（原則３カ月に1回開催）
①診療所で起きる医事紛争初期対応
②労災補償保険、自賠責保険の基礎知識
４月16日（水）14時～16時 予定

　主に新規開業前後の医師・医療機関従業員を対
象とした講習会を開催しています。保険診療を行っ
ていく上で基本となる項目を取り揃えています。
保険医協会オリジナルの資料も用意し、少人数で
わかりやすく解説します。Webでの参加もできま
す。参加費は無料です。ホームページ等から事前
にお申込み下さい。
　オンデマンド視聴もできます（会員専用サイト）。

　医療機関が漏れなく正しく請求でき
るよう、診療報酬改定時には改定のポ
イントをわかりやすく解説した書籍を
発行し会員に配布。診療報酬や支援金
などの最新情報は協会ホームページ、
メールマガジン（Web保険医通信）、
ＦＡＸＮＥＴ、『グリーンペーパー』（毎
月25日発行）、京都保険医新聞（毎月
10日・25日発行）でいち早く、わかり
やすくお届けしています。

共済制度利用勤務医会員 3,500円
〇 開設・管理者を除く病院勤務医が対象。
〇 協会機関紙（京都保険医新聞）のみ送付。
〇 各種共済制度を利用できます。

研修医会員　免除
〇 協会機関紙（京都保険医新聞本紙）のみ送付。
〇 医師賠償責任保険を利用できます。

詳細は「事業案内」（協会ホームページ）をご覧下さい。

年間相談数約6,300件
保険請求の疑問、審査・指導の相談
　診療報酬（保険点数）に関する疑問、減点・返戻
理由、公費負担医療などに関する疑問、施設基準
の管理と届出…。日常診療での会員・医療機関従業
員からのご相談に事務局が真摯に対応しています。
新規個別指導（新規開業医が必ず受ける行政指
導）をはじめ指導の不安や疑問もご相談下さい。
指導終了までしっかりサポートします。指導問題
に精通した協会顧問弁護士の紹介もできます。

　レセプト（初回から数回分）を点検し、請求誤り
や算定漏れなどを個別具体的にアドバイスしま
す。毎月レセプト提出締切前に対応していますの
でご相談下さい。新規開業時のみならず、現在の
レセプトに不安や疑問がある会員（診療所）もご
利用下さい。

レセプトを点検します

　確定申告や税務調査、従業員の雇用などの労務
問題などもご相談下さい。ご要望に応じて、弁護
士・税理士・社会保険労務士など専門家に無料で
相談できます。セカンドオピニオンとしてもお気
軽にご利用下さい。

税務・労務、法律問題の相談

　医療事故が生じた時の備えとして医師賠償責任
保険の普及と、事故を未然に防ぐための啓発活動
に力を入れています（裏面）。患者さんとのトラ
ブルなどお困りの時はご相談下さい。

医療安全対策、トラブルの相談
　2020年５月より、福知山市で第三者承継開業しました。保険医協会と
いう名は、失礼ながら勤務医時代は全く知らず、先代院長から名前を聞
くとともに「入っておくといろいろ助かるよ」と言われ、何もわからぬ
まま入会した次第です。
　入会のメリットは、第一に、開業後に避けて通れない関門である新規
個別指導への対策でした。何をどうしたら良いのか、不安しかなかった
のですが、相談したところ、事前に専門の職員の方が来院して、懇切丁
寧に対策を指導していただきました。おかげさまで、本番の指導時には
概ね慌てることなく対応でき、胸をなでおろしたものです。
　第二に、日々の保険診療での疑問点に対して、適切に対応してもらえ
ることがあります。納得いかない減点や査定について電話やメールで相
談すると、その場で回答していただいたり、場合によっては専門部会で
審議していただいた後に報告してもらったりと、とても頼りになる存在
です。
　第三に、保険制度の変更などの新情報をメールや冊子でタイムリーに
案内してもらえます。事務スタッフにもわかりやすく解説されており、
職員に対しても助かっております。新規開業される先生方には、僅かな
投資で大きな安心を得られる、医院の頼もしいパートナーとして、保険
医協会入会を強くおすすめいたします。

保険医協会は頼りがいのある
パートナーです！
医療法人たぎ内科医院　田儀 英昭（福知山）

役
立
つ
講
習
会
は
裏
面
に
も

困ったときは
まずご連絡下さい

保険診療講習会新規開業時は必聴 !

開催場所は 保険医協会会議室＋Web　参加ご希望の方は京都府保険医協会までお申込み下さい。日常診療に役立つ講習会日常診療に役立つ講習会

診療報酬や支援金などの最新情報をお届け診療報酬や支援金などの最新情報をお届け

〒604‒8162　京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637　インターワンプレイス烏丸6階

▲紛争予防・患者対応の
要点を整理して解説
〈入会時に贈呈〉〈入会時に贈呈〉

京都府保険医協会

医療訴訟の

基礎知識

▲ 医療訴訟の
基礎知識

保険医協会オリジナル
医療安全テキスト

保険審査通信
審査に対する疑
問は『グリーン
ペーパー』裏面
「保険審査通信」
のご活用を（毎
月25日発行）。

書籍は会員に１冊無料配布（追加購入は有料）。
※のみ有料。★は新規入会時のみ１冊無料配
布（追加購入は有料）

※※

★★※

お申込み
はこちら

京都府保険医協会は国民医療・社会保障の充実、保険医の生活と権利を守ることを
目的とした保険医の自主的な団体として1949年６月に設立されました。
京都府内の開業医と京都府内の医療機関に勤務する勤務医・研修医が会員です。

TEL  075-212-8877 FAX  075-212-0707
E-mail  info@hokeni.jp https://healthnet.jp

京都府保険医協会お問い合わせ

2 0 2 5 年 (令和 7年) 3 月 1 0 日 第 3 1 8 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

保険医協会活用のススメ 会員の声



　コロナ体験記『コロナ禍の医師たち』を
2024年７月発刊。新型コロナウイルス感染症
が５類に移行後、時間とともに体験は風化し
つつあります。医療者にとって“コロナとは
何であったのか”、会員医療機関から寄せら
れた体験記からはそれぞれの局面での医療機
関のさまざまな実態が浮かび上がりました。本書を今後の感染
症対策の議論の出発点として、2024年11月、各地域でのコロナ
の実態、取り組みにかかるシンポジウムを開催しました。

　会員アンケートで医療現場の実態や会員の要求を明ら
かにし、診療報酬改善運動に取り組んでいます。会員要
請署名や要請書を提出、厚生労働省との懇談でも改善を
求めています。
　保険証廃止「撤回」運動は、会員医療機関を通じて患
者さんに署名にご協力いただき、国へ提出しました。オ
ンライン資格確認システム導入義務化による閉院や保険
証廃止で患者さんの医療を受ける権利が奪われることの
ないよう、国や国会議員への要請を続けています。

オンデマンド配信
　保険医協会は医療事故が生じた時の備えとして医師賠償責任
保険の普及と、事故を未然に防ぐための啓発活動に力を入れてい
ます。その一環として、医療安全講習会の開催と講習会のもよう
をホームページに掲載。 いつでも何度でも学んでいただけます。

▼ ▼現在視聴可能なコンテンツ
「今さら聞けない！ 日常診療における患者対
応のあれやこれや　Part１」（2024年11月30日）
　カルテ開示請求や口コミの削除方法について
弁護士が解説しています。「Part２」（３月１日）
も掲載予定です。

「ＡＩと医療安全について（仮題）」
５月31日（土）15時30分 開始予定
講師 創価大学法学部法律学科講師　船橋 亜希子氏
形式 Zoomウェビナー＋協会会議室 参加費 無料

3 月29日 （土）14時30分～16時30分
講師　 尾形 裕也氏

九州大学名誉教授、中央社会保険
医療協議会（中医協）入院・外来医
療等の調査・評価分科会会長

会場定員　30人（先着順）
Web参加　 定員なし
※ 京都府内医療機関にお勤めの勤務
医、各都道府県保険医協会会員と
医療機関職員の方もご参加いただ
けます。

日本医師会生涯教育制度
カリキュラムコード：６
医療制度と法律 1.5単位

※ 保険医協会会議室で参加希
望の方はFAX075-212-0707
でお申込み下さい。

　開業に向けたノウハウを詳しく・わか
りやすく解説する講習会です。講師は京
都では屈指の開業支援を手掛けており、
成功する開業の秘訣と開業後の運営まで
実践的対策をお伝えします。自身の開業
経験からの医師の具体的なアドバイスも
必聴です。最近増えている「第三者承継」
や「医療法人化」も解説します。
　「話だけでも聞いてみようかな…」と
いう方のご参加もお待ちしています。

5 月25日 （日）10時～13時
● 開業を成功に導くための秘訣

～押さえておくべきポイント～
廣井増生税理士事務所 所長 廣井 増生氏
● 先輩開業医からのアドバイス
医療法人植園会すぎたに内科クリニック 院長 杉谷 義彦氏
●地区医師会への入会手続き、

保険医協会の共済制度の活用［解説］など
●個別相談　
※個別相談をご希望の場合は、申込時にお知らせ下さい。

参加費　 無料　　非会員5,500円（当日入会時は無料）

グループ （生命） 保険

斡旋融資制度  ［京都銀行提携］

利率引下げ利率引下げ・条件緩和条件緩和でさら
に 使いやすく!（４月より）

●  保険金は500～6,000万円から選択（年齢
により加入できる保険金額は異なります）。
●   加入は簡単、健康状態等の告知書のみ
●   保険年齢70歳まで加入可能（75歳まで継
続加入可能）

●  配偶者（3,000万円まで）やお子様（３～
22歳・400万円まで）も加入可能

●  余剰金が生じた場合は１年ごとに配当金

保険料がさらに割安になります !

配当率 17.29%
（2023年度・年間保険料に対する割合）

手頃な掛金で最高 6,000万円の保障（死亡・高度障害）

●  新規開業資金 利率 0.95％（１億円限度：20年）
●設備資金（１億3,000万円限度：20年　斡旋手数料要）

利率 0.75％
●  運転資金（1,000万円限度）

５年：利率 0.75％　３年：利率 0.65％
１年：利率 0.6％

●  子弟教育資金 利率 0.95％ 
（ 開業医3,000万円、 
勤務医2,000万円限度：10年 斡旋手数料要）

●自由ローン［使途自由］ 変動金利 1.6％
（5,000万円限度：10年 斡旋手数料要）

●住宅ローン ※他期間あり

変動金利 0.7％　固定金利 1.45％（５年固定）
※ご相談内容によっては担保等をお願いすることがあります。

　医療機関の設備・運転資金をはじめ、お子様の教育資金、住宅や車
の購入などにご利用できます。新規開業資金・運転資金の斡旋手数料
は無料（５月委員会決定分まで）。医業経営を全面的にバックアップ
します！ 利率は2025年４月以降予定（住宅ローンは２月１日現在）

男性 女性

～35歳 5,100円 3,180円

36～40歳 6,600円 5,520円

41～45歳 9,060円 6,840円

46～50歳 13,080円 9,780円

51～55歳 19,200円 13,320円

56～60歳 27,840円 16,980円

61～65歳 42,780円 22,620円

6,000万円保障の月額保険料
（会員本人・65歳以下）

※6,000万円保障の加入は65歳まで。

加入時に受取方法を決める必要はなく、受
取は加入後いつでも可能（加入５年未満で
の受取は一時金のみ）
※万一の場合はご遺族が全額を受取

●掛金払込の一時中断（掛金の全部または
一部）、再開が可能

●中途脱退後に再加入も可能（満74歳まで）
●他府県への異動時も継続可能

月　払 １口１万円で30口30万円まで
一時払 １口50万円で40口2,000万円

まで

① 掛金の分かりやすさ

② 自在性
　低金利時代の中で高い利率と生保６社による
安定運営・リスク分散。老後資金のみならず、
住宅資金や学資などまとまった資金が必要な時
に一時金として受け取れます。受取時（一時所
得）は利息部分のみに課税され、50万円まで
は税金がかかりません。

予定利率 1.202%を保証 !
 （2025年１月１日現在）
さらに決算時に配当があれば積立金に上乗せさ
れます。
2023年度は0.064％の上乗せがありました。

4月1日より受付開始
 （～ 6 月20日まで）
※本紙３月25日号にパンフレットを同封します。

◆毎月10日までの加入申込で、翌々月１日加入

③多様な受取方法
年金［4通り］または一時金

参加者に
進呈

保険医年金

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりや
すく・ためになると毎回好評いただいている研修
です。医療機関の勤務経験が少ない方を対象に、
医療従事者に必要な「接遇」「医療安全」「保険基
礎知識」の３分野の基礎をしっかり学んでいただ
けます。
1日目  5 月22日 （木）14時～16時
● 医院・診療所での接遇マナー研修 （初級）

参加費　お一人1,000円 ※当日徴収
2日目 5 月29日 （木）

14時～16時
❶  医事紛争から見た医療従事者

としての心構え
❷  知っておきたい保険の基礎知識
参加費　無料

※ 先着順。感染状況により人数を制限する場合もあり
ます。

診
療
所

対
象

“個別の接遇研修も随時受付中”

医療安全研修DVD partⅢ　　

診療報酬改定の現状と課題：若干の私見

協会が実際に対応した相談の中から、医療現場
で特に注意すべき、あるいは典型的な事例を厳
選し収録しています。

京都協会会員価格 5,000円（税込・送料別）

絶賛
発売中 !

ご視聴は
こちら

お申込み
はこちら

お申込み
はこちら

医師賠償責任保険や休業補償制度などもご用意しています。ドクターライフをサポートする共済制度ドクターライフをサポートする共済制度

会員の声をもとに医療機関を守る活動会員の声をもとに医療機関を守る活動

診療報酬改善、オンライン資格確認
義務化・保険証廃止「撤回」運動

体験記『コロナ禍
の医師たち』をも
とに、地区医師会
の取り組みを発表
した市民向けシン
ポジウム （2024年
11月 2日）

（最低保証利率）

　安心・安全な医療を確保するため、新型コロナウイ
ルス感染症の流行拡大や健康保険証廃止問題など、折
々の諸問題について国や自治体に要請等を重ね、マス
コミに対しても会員の意見を踏まえて発信しています。

医師団体としての意見を発信

『 コロナ禍の医師たち
―記録と記憶がこれからの出発点に』発刊』発刊

コメント：我が国の医療政策において、診療報酬（改定）は大き
な役割を担っているが、その位置付けおよび基本的な性格につい
ては必ずしも明らかではない面がある。特に令和の３回の改定に
ついては、改定プロセス、改定内容両面において大きな問題をは
らんでいるように思われる。本講演においては、診療報酬改定に
関して若干の私見を披露し、会員の皆様のご参考に供したい。

Web参加の
お申込みは
こちら

次
回
開
催
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医療安全講習会

第677回 社会保険研究会

新規開業を考える方の講習会新しく医療機関に
勤められた方の研修会




